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表 1 センター見学及び実習利用状況 
 
平成 25年度 
4月 10日 農学部 食品生物科学科 3回生 43名 
4月 10日,5月 22日 農学部 森林科学科 3回生 49名 
4月 11,16,17,18,25日 工学部 工業化学科 3回生 262名 
4月 12日 農学部 応用生命科学科 3回生 46名 
5月 14日 医学部 講義 G 4回生 18名 
6月 11日 理学部 化学科 ― 5名 
6月 28日 医学部 人間健康科学科 検査技術科学専攻 3回生 38名 
9月 19日 (独)国際協力機構 兵庫国際センター（JICA) 研修員 11名 




4月 10日 農学部 食品生物科学科 3回生 36名 
4月 11日,5月 9日 農学部 森林科学科 3回生 50名 
4月 12,17,18,19,27日 工学部 工業化学科 3回生 244名 
4月 13日 農学部 応用生命科学科 3回生 48名 
5月 15日 医学部 講義 G 4回生 14名 
6月 12日 理学部 化学科 ― 8名 
7月 13日 医学部 人間健康科学科 検査技術科学専攻 3回生 37名 
8月 30日 浜松医科大学 医療廃棄物処理センター 職員 3名 
9月 10日,10月 4,30日 (独)国際協力機構 関西国際センター（JICA) 研修員 34名 
11月 11日 農学部 資源生物化学科 2回生 72名 
平成 25年 2月 12日 (独)国際協力機構 関西国際センター（JICA) 研修員 7名  





 KYS指導員候補者のための第 37回講習会が平成 24年 11月 8日に開催されました。また、KMS指導員候
補者のための第 31回講習会が平成 24年 6月 21日に、第 32回講習会が平成 25年 6月 21日に開催され、表
1のとおり、KYS、KMSの指導員が認定されました。 
 KYS 及び KMS の運用は指導員制度のもとに成り立っていますが、この指導員制度は、「大学における研
究・教育に伴って生じる実験廃棄物の処理はあくまでその研究・教育の一環をなすものであり、当然その研究・
教育に従事するものの責任においてなされるべきものである。」という京都大学独自の基本理念から設けられ






表 1 第 37回 KYS及び第 31回,第 32回 KMS指導員講習会の指導員認定者数 
 
第 37回 KYS指導員講習会 
（平成 24年 11月 8日） 
講習申込者数        92名 
受 講 者 数        76名 
認 定 者 数        75名 
第 31回 KMS指導員講習会 
（平成 24年 6月 21日） 
講習申込者数        46名 
受 講 者 数        39名 






第 32回 KMS指導員講習会 
（平成 25年 6月 21日） 
講習申込者数        52名 
受 講 者 数        50名 
認 定 者 数        49名 
－ 70 － － 71 －
 
表 2 指導員認定者数 
 
KYS指導員認定者数 







































合    計 745名 
KMS指導員認定者数 






































合    計 697名 




 廃液情報管理指導員のための第 5 回講習会が平成 24 年 11月 8 日に、 第 6 回講習会が平成 25 年 11月 7
日に開催され、表 3のとおり、廃液情報管理指導員が認定されました。 

















講習申込者数        92名 
受 講 者 数        76名 
































合   計 313名 
講習申込者数        80名 
受 講 者 数        76名 
認 定 者 数        74名 
表 3 第 5回および、第 6回廃液・廃棄物 
指導員講習会の指導員認定者数 
平成 24年 6月現在 
表 4 廃液・廃棄物情報管理指導員認定者数 
平成 24年 11月 8日 
平成 25年 11月 7日 
